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大阪における財界と学問
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ν山使札制段学校の附校(明治九年)を北海道大学の聞広
4とするなら
大坂府民学校の開校が大甑大学の開基となってよいのではなかろ
う
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大抜府医学校は、明治
年二月に、府が樹医ボ!ドウィンを抗
刑判して庶民の疾熊治療のための仮病院をつくったとき、医師の伝視を行な寸たのに滋協する。すなわち明治二年十一月大阪府医学校・病院
凹年には、文部省創設によって、その所特となり、現
はいえ郊省の学制改革 よって廃止となっ 。ここで府一卜のが成点、
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議右衛門、住友安在俗門、広岡久右衛門たち多数が際金して病院の設院を山市に請い出た
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病院内に教授局がおかれ、
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祢すゐが、
このとき教授局、か独立して府立大阪医学校となった
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なvn交じ診を時処争相
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ーとして招いた。帝国大学(当時東京のみ)以外の地
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ではぷ際医学が軽授されがちで、
のほリ任をおくこと
は川共例の人事といわれ
出見政次は大阪決学校を明治
十一一一年七月に卒業した
c
夜、その後、次のような経歴をたどる。
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京都帝凶大学医科大学生児学教室助手
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年志願兵として第四師閉第八連隊に入常、
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大阪市出版橋で開業
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戦争が終わると、
間十年十一 月に合資会社夜間多尾化学研究所を設立
し、新薬「レスピラチン」その他の創製発売に従事し、
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進んだ。彼はさらにわが国における淑鉛精煉事業の確立がなく、海外からの輸入にまつことを慨嘆し、
月尼ケ崎に合資会社大波
四
一卜
鉱業試験所を創立し代表社員に選ばれ専ら班鉛精煉の研究に従事した。自宅での医業と前記二社の事業の傍ら大阪市医師会議員に選ばれ市の援政に参加した。車鉛研究は成功し、
の援助の下に四十四年十
月に大阪盟鉛 株式会社を設立し専務取締役に就任した。戦乱が欧州に勃発すると工場を大阪市内、岡山県に増設するなど、
経
話芸
に向かい、塩見 次はわが関亜鉛鉱業界の重要人物の
人と目される
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取見政次のこのような長年続いた多方需にわたる麟務による退労は、
遂に健康を害し大正近年春から病床につき秋には重体となった。当時、大阪医科大学長(大紋医学校は大阪高等医学校 経て大正問年大阪医科大学となった)であった思師佐多愛診は
十月六日乞われて抱見宅を来訪し
た。場見は病床でしたためた手記宏 佐多に渡した。それは
一、今日の御来診は、診察其のものが目的ならやさることを了せられたし。
から始まる二十九条であって、その中に次のような条文がある。
一、悲に先生に卑見止を日目して、御尽力を仰ぎたきは、予て素志をめせしことある研究所の事なりとす。
その事業として
、東洋に於ける天産物及び農産物の完全なる「インダストリ」の編成 毎年一一回の予定。一、此原料を基礎としたる利用性状の研究。
一、臨床医尚子に関する理化学的研究上補助たらしめんとす。
26 
そして財産は調べてみなければわからないが「仮りに否五十万乃至二百万とすれば」、其折半の
部は遺児二人および老人に贈り、
「
其
半額即ちじ十五万乃五百万は研究所の資金たるを得ベし。」と記している。
これな読んだ佐多は取見の「健康状態に関しては、これ 絶対に秘
慌に付し、喰その品川市〈挙を
日も
mT
く世間に知らしたいとて、即座に祭
を執って、大婆右 意味を文認に認め、高見氏(義弟)を通じて、これを取見氏に示 た所、氏は満足の立を現はし その発表に同意しその文から一部を引用しよう。
出見政次氏は、
の一部を描て、化学研究所を創立し、学問
研究の問的を以て、公共に貢献するの希設あり。・:・:財同法人を総織して、恕化学研究所を設立し、其管斑を、大阪医科大学に委託し、現に間大学に計画中なる理科大学の創立に向って、其却化学教室として之を使用し 以て大阪理科大学の輿仲間を速成せられんことな希裂し、.風見政次は大正一九年十月二十二夜、
十九年の短生慌を終わった。
文部省は刻印法人設立を十月二十一日に認可した。
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本財開法人二別項、ノ外必要ニ誌シ理化学及其応用ニ関シ地応ナル
人物ヲ養成スルモノトス
第二条
本財団法人ハ資産管迎
スル事務ノ外ハ相当ノ条件ヲ付
シテ前条一一掲クル卒業ノ管理ヲ大阪府立医科大学ニ委託スルコトヲ得此場合ニ於テハ本研究所
般ノ研究ノ外大阪医科大学ノ研究
教授ノ用ニ供スルコトヲ妨ゲズ。以下、名称(第一二-念、事務所(第問条)、資産(第五・六・七・八条)省略かくて晦見理化学研究所は設立され、初代所長には佐多愛彦がなり、
所内を児学科と化学科に分け、理学科には物理学部・刑法論物理学部・数学部、化学科には生物化学部・純正化学部をおいた。理学科長物理学部長には清水武雄、化学科長生物化学部長には十日武弥沼郎、数学部長には小倉金之助が、
まず大正六年五月に就任した。小倉は長岡の推
貌によると著作の中で記しているが、佐多は研究所についてはしばしば長問の意見を聴していたのである。大正八年には岡谷辰治が理論物盟学部に就任す が、それであろうと思う 清水武雄 大正十一一佐多の後任として所長になるが、翌年長間半太郊の東京大学退職 伴い後任としてい松じ、所 なった。理 には昭和一一一年に長岡の助手であった浅間常一一一郎、化学科には五年に千谷利三が入った。明治の初め以来、先進欧米諸関の科学技術の模倣と追醗に追われていたわが国も、明治の終りになる 、その水準に近づき自立の時期なった。大正
年、第一銀行頭取・東京銀行集会所会長渋沢栄一は高
峰談古の間際競争上研究所を作らなけれ ならぬという話に共鳴して
運動を起こそうとしていたところ、翌三年第一次位界大戦の勃発となって化学薬品等の輸入が途絶したところから化学
の振興の急がつ
げられた。渋沢はわが国の産業をおこすためには化学のみに止まらず物斑学および化学の研究所をつくる必要があるというので大正五年十月、その織のすべてをなげて理化学研究所設立に専念し大限首相を動かしたりして政財界から寄付を募る趣意書を出し 。
しかし「政府か
らの補助金を受けるのも苦労が多かった 、民間判の寄付も閤難を極め」財問法人設立にこぎつけた大正六年一一一月における民聞からの募金は
八万円であった。こういった時にあって一個人の遺贈によって設
4咋
立された梅見理化学研究所は「当時注目をひいた。」嵐見即化学研究所は設立後、経済界の急激な変動に遭遇したことは不幸であった。その波及 ためだった だろう 、研究所の建物が完成したのは大正十限年 嘉であった。佐多学長は大販医科大学および病院の新規改築事業がほぼ完成をみ 大正十二年に、塩見現化学所を基礎と て照科 学をつくり医 綜合 学とするとい 多 の願望をやいん現に向け、ゆくゆくは清国大学にしようという計闘をもった。大正十
年の八月、この考えを境見理化学研究所創立以米意見を聴い
ていた長間半太郎に話したところ彼は賛成し、さ に文部次官松浦鎮次郎にも話した。長岡もまた松浦次官に話し実現を促 た。その矢先の大正十二年九月一日、関東地方は大医災に見舞わ 帝都一山市は 破壊がみ一本った。その
は以後十年間、政府予算に大学創設の事業を組
むことの附難合思わせるに 分であった。佐多愛彦は同年末引退のを発去し、大正十一一一年五月大学病院落成式を終えると夜職三 年を期
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として大阪医科大学長の職を去った。
それから七年の歳月が過ぎ、
かつての大阪府内務部長柴間諮問一一一郎ば
大阪府知事として帰ってきた。彼は熱心に大扱綜合大学の案を絞り、昭和一九年七月、場見廻化学研究所の
m仕事である佐多愛彦に腹案を告げ
財間一法人風見理化学研究所に協力を求めてきた。佐多烈奈はかつて自分が計州し実現をみなかった低現科系中心 綜合大学の建設の的機であると全而的に賛同し、
のような協議案を財問の協滋員会に提出
しその質成をえた。
協
山木間大阪府知事は大阪に迎科大学を新設し、大阪保科大学を移竹して大阪帝悶大学を創立せられんことを立案し、主務省と交渉中にして其実現に向て組科大学の新設に必要なる経費を大阪府費設に胤見m化学研究所資金の一部の寄舶に倹たんとす。而して右理科大学
設抗の上は脊堀見研究所は当然其の管烈に移し、本研究所 学教
の一部に充て、其職員は大低 学の職員となり、研究費も亦多く
大学の経費を以て支弁せらる
L
こと
Lなるべきを以て、財閉法人淑
見似究所は其資金 内金四十万円を限定として大阪府知事の請求により右加科大学創立授 中に寄附して新大学の実現に資して以て木財州寄附行為本来の目的を貫徹せんとす。(以下「但し書き」省時)また備考があって、財団の所有する資金は維持資金七十五万円、積
立金約十五万円で、研究所一カ年経費は四五万円と一記してある。
山木間知事は蒋一一一文部省と交渉を重ねて大学案を練り、浜口雄家内閣の問中降一一一丈部大臣および井上準之助大蔵大臣を始め政府要路に奔走
し大阪悦州大学設置案は終に追加予算案として昭和六年森の
28 
提
Wぶされ、同月一一十三日大阪帝国大学官制が公布となった。この実現のために、大阪の政財実業など各界あげての尽力は他に類をみないほど
? ?
熱烈なものであったことは特記しなければならない。かく 大阪帝問ト八円?の設立となり、
初代の総長には長間半太郎がなった。
なお、大阪
工業大学官制の公布
は昭和四年四月
民
によって東京工業大学と共に設問脱されていた。東京広島両女
m
科大学、
ぃ山公民間科大尚子、神戸商業大学設置と向じ時である。
佐多愛彦と同じ際協印出身で明治四十ヤ九年から七年間大阪府知事の任にあった大久保利武は、『佐多愛彦先生伝ゐ(昭和十五年刊)が古稀を祝Lて山版されるにおたって
J序文をょせ、その中で次のようにいう。
大阪の地は元来的人も学術とは縁遠い思をなすものであるが、併し大阪の肢か~を回顧して、大に興味を惹くものがある。徳川時代の中叶ぃ、鴻池、住友、其外財界の有志は、幕府の特許を得、大阪学問
一以侠徳川
Mを創設し、中井竹山始め当年有名の学者を耐押し、白から師
ムおして学問を修め、ぎた広く通俗講演会を開催し、大に所謂商業道徳を瓶養扶殖したが 維新の際廃絶されたので、財界の有力者は誌…だこれ 遺憾なりとし、余の大阪荘慌の折に、侠徳堂の再興を見るに五り、学陀の伝統を快復 て、今日大に
に異彩を放ちて
る。
大阪の財界人は常識に寓み、実行に長じ、 胆にして細心 実業家
として偉大の素質を倣へるとぷはれて居るが、将来我悶商工業大都市として、その大使命 発川押するに当りて、独り人文科学のみならず、盛んに自然科学の発達に、その力を要すべきは山中すまでもないしこの文章が書かれた一
百年ほど以前、懐徳堂の儒学者中井竹山・股
粁をたよって尚一一は後杵築藩を税務して大坂に出てきた天文学者がい彼は務の医官で綾部倒立といい幼時から天文が好きで、
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七五七)のときの観慨はすでに専門家をしのぐものがあったと汗姉されている。天文勝学 研究をしたいと うので何度 滞 砕任を巾出たが詐されなかった で、税務
L
て出てきたのであった(
七七一頃)。
彼は務を聞かつて姓を麻聞と改め、田知の中井兄弟 位訴で木町間了けに家を借り医を開業して生活を常み、
かたわら天文暦学の観測仰究
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彼の実証的・合践的な学風は評判よーときはざま
そこからは高橋作左衛門長時・間前一{日間・山仏パ嬬桃・足
hは在内
をし塾・先事館 開いて教授した。たち英才が集まった。~円川橋は一ト級武
間は長抑制川富田陸橋北誌にあ
る代々十一麗五郎兵衛を名のる質問肢の主人、山片は北浜冗
JH
にあお
代々升濯平お衛門 名のる両
MMH
憶の没頭であった。間前一一詰は総械に問
心をもち工夫改良の才があ て職人を育成して各種の天交観測結械な製作させたほか、その財力 も 麻間流天文学輿臨に民献すること少なくなかっ といわれる。山片播桃の影響 幼少の頃からうけた巨人山片一一山一一芳は劇学に鋭い関心をもち書籍や舶米総械に興味をも り、山例力のあるところから、それらな附人し同学の土 使立 ばかり麻山一
、、ノ
門はいうに及ばず江戸の大槻玄沢にまで及んだといわれてい 。古米、農業が主たる産業であったわが関では、燃は良作業の附加の
決定にとって重要なものであった。溺海から府の宣命謄(八二二年制定)がもたらされ、八六一年から用いられたが、永年にわたって没然と形式的に適用してきたため、十七位紀中頃になると謄に記載され いな
ついたち
い時に日月食が起こっ り、朔に三日月が現われ など騰が天体現象と合致しなくなって ばしば問題になった。そこで一部の学者は元の位祖(クピライ汗)の時につくら 授時燃や明の大統暦(一一 一八回)を研究したが、腐は朝廷の大権に崩することで改謄はなかなか進まな った。ついに一六八四年 宣明謄を廃して大統情念行なうことになった:、去、こ
X
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ぷりの改慌であった。
しふし半十一ド余りこして段持派間
Jjjlii
、
jl!
と大統跨を勘案 てつくられた点字謄にかわった。
じ
に将軍
こなっ
天文陪学に関心をもち改暦を志し、和利刻家関孝和のお
リ仰建部賢弘を顧問とした。建部の弟子中恨元去 ら、イエズス制によって淡訳されている天交関学の者、が禁
3
になっていることを知
った吉宗は、覚、氷の禁治一叫ん引(一六一一一つ)の一却を解いた(
七二
O)
。依然
として天体現象との間のずれのあ
にかわって、宝熔市茂元開
が制定され (一七五回)。点字燃以後七十年、改臓を志
。〉
没
後間年のことである。この新総頒行後四十余年たった一七九五年 沿日一に日触が起こったが謄 そ 記伎はない。
そこでまた改腐の議が起
m}h
ソ、
ついに大波から麻旧剛立が但刑されることになった。縦立は老
んv多病
Jを
m川一山に閤静し、門下の高係予一時・附一一附一
A訟を推挙した。一一人は
人に加わって天丈方となり、後さらに同門の足立左内が改桝
、，〆??
御用手付となった。先任の
一七九七年、寛政関の頒布となるが高橋五時の力
によるところが大きいといわれている。
で仰の門からは伊能忠倣が山山
大i立乏における財界とされ潟29 
で、
の没後は嗣子がお橋作左衛門景保を名のって天文方となった。
山瓜泊附州立はイエズス
の宣教師の漢訳になる『踏象考成・上下街』
(一七二一一一刊)を講じていたが、
ケプ一フ!の楕円軌道上の不等速運動を
説く『暦象考成・後続』(一七間二刊)を入手すると、
それを議ずるよ
うになる。剛立はケプラ!の第一一一法制問(感忍周期の二乗は太陽からの平均距磁の…一一衆に比例する)を実測敬一証するに歪ったと うから、当代わが閣における
? ?
天文の第一人者であったといわれ 。
f麻出制立の高弟開設宮は学が進
むにつれて、漢訳からの西洋天文学 は満足できなくなり斑援西洋の天文勝学
に当たろうという意欲なもつに至った。そのすこし前に
杉回玄自らの可解体新世一どが刊行(一七 四)され、その影響は京坂に及び人体解剖が行なわれるようになり、元来医者 あった剛立は数回関与し懐徳堂の儒学者中井履制も参観する機会をもった そのよう情勢にあって何 も解剖を行なっている医師小石 俊は剛立と伺様、凶洋の医学認に直接当たろうという意欲をもつ 至 。
たまたま、
オランダ伝来のエレキテル(起電機)を操る北堀江(問医)
で
の青年の非凡な奇才が、巷間で評
の紋書きをしている
制刊になった。町人天文際学者間前一詰と旧知 町医者小石 万俊の間に、この青年 自分たちに代わってオランダ諮をやってもらおうという案が浮かんだ。そこで二人は、この青年に学資、残された留守家族に生活裂を給して、彼を江戸の大閣玄沢 ところに智学させた。杉問玄白は『前附学事始お(一八一五)のなかで記しているのは、
の
のこと
である。
大坂に橋本宗吉という男あり、傘屋の紋を剥く事を業として老続
80 
を養い世を営めりと。不学なれども生来奇才あるものゆえ、土地の豪商ども見立て、力を加え、江戸へ下して玄沢が門に入れたり。僅かの一巡留の
m初出結し、その大体を学び、帰奴の後も自ら勉めて其業
大いに進み、後は医師となってますます此業を唱え、従学の人 多く、漸く訳者をもなし、五畿・七道・山陽・南海諸道の人を誘導し、今における よいよ獄 りと龍けり。医家に生まれた中天瀞は家にあった『解体新常一どを見てその合建的なのに強く打たれたが、京都にこの学に通ずる人を知らなかった。そこで、この本の出
に出て大槻玄沢の門に学ぶこと一年にして京
部へ帰った。天辞は玄沢の高弟海上随鴎の門で学んだ後、大坂に出て京橋期千秋橋北一一日州に賠をかまえ医を行ないながら思々斉誌を開いて到学系統の学を講じ 橋本宗士口の勢に出入りしてオランダ認の研修を続けた。緒方洪躍が十七歳にして入門したのは この中天瀞の塾であった。彼は ぶこと閉年、部天瀞 すすめに従って江戸に出て坪井信道の蘭学塾で問年間学んで大坂に帰って適々斉塾を際く。 塾から多くの人材を活出したことは、
よく知られているところである。
鴻池・住友たち豪商によってつくられた懐徳堂、間・山片といった老舗の財力の援助のあった麻間流天文麿 、さらに開・小石 出資よる橋本宗吉の江戸御学、近くは慌見放次による理化 研究所 そ
て理学部創設など、大坂財界の学問の興離につくした功絞はなみなみならぬものがある。こういった土地に育った学印刷について緒方の熟で塾長を勤めた福沢諭吉は吋戸市翁自伝』(一八九九)の
「メ行
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毒症し
して次のように記している。
江戸と大坂とおの内すからいれ依が違っている。江戸の方では開聞の
初とはいいながら、幕府を始め諸藩大名の屋敷というものがあって、凶洋の新技術を求むることが広く件以つ
である。従って、
いささか
でも洋舎を解すことの出米る者定限うとか、あるいは翻訳をさせればその返礼に金を与えるとかいうようなことで、
おのずか
ら生計の道に近い。(中同町)それに引き待えて、大坂はま で町人の批問介で、川内も武家というものはない。・:・:それゆえ緒方の書生が幾年勉強しても何ほどラフイ
になっても、頓と実際の仕事に紋が
ない。すなわち衣食に絃がない。:::粗衣粗食、
一見若る影もない
投書生であり が 、智力思想の活発高尚な ことは王侯貴人も限
に見下すという気伎で、ただ六かしければ而白い、告中有楽、背
却楽という境遇であった・.この伝統は古く儒学についてもいえる はな だろうか。幕府
庇護され、
ついには学問の而から逆に幕府を庇護することになった官
学林家の朱子学に対して、上方では伊藤仁驚たち古学派が勃興し、町人に情学を講ずる懐徳堂が尚人によって建てられる。
そこは幕府権力
の中市(記するところと違って、商人の活動するところで合即位が生ずるようになるのではなかろうか。関東の財界の家に出生した正問建次郎 昭和八年 新設の大阪~好調
大学県学部に教授として着任し、代数学の講義を開始した。
十年を
γえる大阪での生活を省みて次のようにいう。
と
「もうかりまっか」とい
で東京人から皮肉られる経済観も、
山中んは合理主義の結果であるというふうに理解するようになった。このような私の見方の変化は、単に在甑年数が永かったからとばかりはいえない。大阪文化とでも→一一一向う本質的なものが作用した結果だと思う。大阪大学 戦後に、基礎工学部(一九六一年創設)、人間科学部(一九
七二創設)の一一つの前例のない新しい 部を創設している。学長時代に設立に尽力した正問建次郎は、次のように
いている。
科学技術の根本的な開発は科学と技術の融合の上にたってできるのだと思われるのに、::::その所がうまくいっていないよう 思つ工ニ
O
? ? ?
それを打ち破るには、まず理学と工学を融合した一つの学
加仰をつくるべきだというのが、阪大の革路工学部という発想に ったといってもよいだろう。
恕学、
工学という枠にとらわれない人間
の存夜も、文化の向上に必要だという考えとともに、幾分か 、後進大学として東大の真似ばかりして る も能がな 、と う考もあったかも知れない(「奴大基礎工学部の設置」
九七二
ο
新しいもの、前例のな も に対する文部省・大蔵省の犯否反応は
伝統的に根強いものがある。当時のつ文部大臣松問竹千代の決斯と、関経連(鶴間経済迷合会)を中心とする関西財界よりの協力と篠約が大蔵省を動かしただろう}と正問建次郎は問想している。さら 「大阪財界と大阪大学」と題する丈では次のようにのベ 。
大i奴における財界と学問81 
私が大阪大学に、
日本で初めての裕一路工学部という防組を打ち川
したとき、関経連の
の太山縦士郎さんを会長とする大阪大学誌
総工学部協力会を作り、
引へ務的には工藤友恵さんが山中心になり、い
何似の寄間金を集めてドさった。ぷ…本的な技術開発を目指すもので、いわば矧尚子と工学をその立味で融合させたような学部である。従つて、この学部はその性格上 身近な技術者を養成するより、むしろ述い将米の革命的な校術開発な日目指すものである。大阪大 の創設こ
vjh
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なる凱学部が新たに創設された
uアとを思い合せ、
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先
のことに捉われず、
大学が山、十的に決定する方針に常に深い則解を
持って、その発展に協力して三られ
対して心から感謝した
L 、
そして、次の文れで結ぶ。
大阪財界と大阪大学に附する限り、利払は一度も財界からの圧力らしきものを感じたことはなかっ
，→判郊いことだと思うと阿川に、
それが当然 ことだという認識を持っておられる大阪財界 々々の良識に、深い敬立をいたした と思う
ο
この関係が、今僚も、氷く杭く>? ??
ことを信じ また願って る次第である。かつて大久保利武元知事は、大阪財界は古く らや開をおし入なく
援助してきたとのベた。そこで育成された学風は権力に
のないとい
うことであったと福沢論古はのベた。
しからば、どうして財界は学問
を援助をしたのであろうか。
正問建次郎先生が指摘された大阪財界の
もつ合盟主義が、学問に述らなるところがあったのではないかとわた
くしは考える。
32 
〔註〕1
吋大阪大学医学伝潔百年ゅん年表』による。
2
『佐多愛'品展先生伝』一両梨光吋一九問。以下本節は開門書に負うところが多い。
3
吋財団法人様見理化学研究替市宮覧』一九…一一 。
42H
本科学技術史大系・第一一一巻』第一一北京理工学研究機関の終的、日本科
学史学会総務一法規一九六七。
52
に悶じ。
62
八阪市布悶州大学創立史』西尾幾治編…九…一一五、にくわしい。
7中野操刀人以関学史認』思交関一九七九本節は附設に負うところが
多い
0
8
大槻如時間郎著佐藤栄七域訂『日本洋学編年史』錦正社…九六 九改勝に間附する事項は本設に負うところが多い。
9
薮内清『江戸時代における湖洋天文学の彩織とただし吋大坂関川子山ん話』から引用させていただいた。
ω
「大阪財界と大阪大学」(関経連創忠一一一十周年記念特集…九七六『正回柏崎次郎先生
i
エッセイと思い出』同編件数委員会、新興出版啓林館一九レい
入所載)。
付記
特に
2K
多愛竜彦先生伝』『大阪関学ゅん話』『洋学綴年出火』の著編者には、
深援なる謝意を表させていただく。
なお、大阪大学は人間科学部という新らしい前例のない学部を創設した。このことについて認すべきであろう。わたくしは北海道大学に在職中、出総
合大学 数脊学部炎会議の作で、人間科学部の創設になみなみならぬ尽力をなされた浮潟久敬文学部今長(大阪大学には教育学'協がなく文学部長が該当学部長として出席された)から、数回断片的にお話をうか った。しかしながら現夜、総をお すに足る資料を持つに護っていないので、割愛させていただくことにした。 許しを乞う次第である。
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